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教科英語入門期における学習指導の研究

一小学校外国語活動との接続をふまえてー
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授業力高度化コース

要約 ：中学校入門期の生徒が「ｌａｍ 名前｡」と自己紹介の構文を学習する際に、小学校外

国語活動で学習した「My ｎａｍｅ is 名前｡」を提示し、両者の使用場面やニュアンスの違い

を比較させた。同じ自己紹介の場面でも異なる表現やニュアンスの違いがあることに気づ

かせる。それによって、どういった効果が期待できるのかを考察し、小学校外国語活動と

中学校教科英語の入門期との接続をいかにすればいいかについて考えることが本研究の目

的である。そのために、第二言語習得の認知プロセスを示し、稿者の考えた「異なる言語

項目を提示する」という学習指導を追加して、実践授業を行った。教科英語の学習の際に

外国語活動の学習内容を提示することで、意味だけではなく使用場面や使用する相手まで

理解することができた。また、中学校１年生の入門期にふさわしい内容中心教授法を意識

した活動を授業内に組み込むことで､ 生徒は意欲的に授業に取り組むことを明らかにした。

キーワード ：外国語活動　第二言語習得の認知プロセス　内容中心教授法　気づき

|。はじめに

1.1研究の背景

2008年３月告示の小学校学習指導要領によって、2011 年度から全国の小学校5 、6 年生

において、年間35 時間の外国語活動が必修化された。小学校での外国語活動の授業は歌、

チャンツ、伝言ゲーム、踊りなど、児童が体全体を使って取り組むものが多い。

しかし、中学校に入ると文法や単語の学習も始まる。これまでの「聞くこと」「話すこ

と」の活動に加え、「読むこと」「書くこと」の学習が増えるため、内容の違いに戸惑う生

徒も多い。田中・林（2013）の行った研究によると小学校の外国語活動から中学校の教科英

語へと接続する上での課題に「小学校の聞く・話す中心の活動から、中学校では四技能の

統合へと連結する必要があること（原文ママ）」があげられている。また文部科学省が行っ

た、現在の英語教育の調査報告に、「中学校において、小学校の外国語活動を踏まえた指導

が不十分である」という課題があがっている。
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中学校の教科英語では、文字としても英語を扱うようになる。その際、機械的に英語の

ルールや文法の説明を行うことが多いため、「英語が分からない」「英語が嫌い」と感じる

生徒が生じるのである。

このような課題を解消するためには、小学校外国語活動で培った「聞く」「話す」の場

面を意識して、授業内に活動の場面を設けること、また全国の小学校で使用している外国

語活動の教材「Hi, friends!」を使用し、生徒が英語表現のもつおもしろさを感じられる文

法指導を工夫することが有効だと考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

1｡2研究の目的・方法

本研究の目的は、小学校の外国語活動と中学校の教科英語の学習の接続をスムーズに行

う手法を考察することである。そのために、同じ表現でも異なった意味やニュアンスの違

いがあることに気づかせる。例えば、中学校１年で「ｌａｍ名前｡」という表現を学習する。

その際に小学校の外国語活動で学習した「My name is 名前｡」を提示し、その使用場面や

使用対象の違いを比較させる。

まず、従来の中学校の教科英語の課題を２点述べ、それらを解消するために相応しいも

のとして、第二言語習得の認知プロセスとそれに稿者が必要と感じた項目を追加したもの

を示す。また、もう１点の課題を解決するのに必要と考える外国語活動のような内容中心

教授法の有用性も示す。そして、専門実習ｎで行った実践授業を検討し、特に中学校入門

期における表現の違いや言語のおもしろさに着目させる指導の在り方を考察する。なお、

研究授業後に出た意見を参考にして､ 成果と改善点をまとめ、実践した授業を再構成する。

1｡3従来の教科英語の課題

これまでの中学校では、文法などの言語形式を教えてから、練習問題をする授業展開が

一般的であった。例文を用いて従来の教科英語の学習を振り返ると下記のようになる。

(1) I'm gonna buy ａ mobile phone. (゚I'm going to buy ａ mobile ｐｈｏｎｅ.)

生徒が新しい言語項目に出会う際は､ まずその言語項目に着目させる。上記のように｢ｇ。。α｣

という音に気づかせたい場合はＣＤを流したり、教師あるいはＡＬＩが発音したりする。

Ｏ 扣 心 Ｏ　 ａ

上記の(2)、(3)の英文のように、｢shoｕld have 過去分詞｣ という表現やそれぞれの機能に気

づかせたい場合は、該当する箇所に下線を引いたり、教師が該当箇所を強調して発音した
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りする。そして基本文と同様に「should have 過去分詞」が含まれる英文の訳を考える、ま

たは、日本語訳にふさわしい「should have 過去分詞」を含む英文を考える。

上記のような授業は、言語項目が担っている文法的知識の教授に重点が置かれている。

テストや入試の問題においては、文法的知識がなければ正解を導くことはできない。生徒

に文法的知識を身に付けさせることは、第二言語習得において必要条件である。

しかし、授業では文法的知識だけに着目していてはいけない。小学校の外国語活動では。

「外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を

養う」ことを目標としているため、活動や歌を中心とした授業が展開される。このような

外国語活動を体験してきた中学校１年生に、文法的知識に焦点を置き、機械的にルールを

説明しても言語のおもしろさを感じることはない。そのため、「旧文法的知識の教授の際、

生徒が言語のおもしろさを感じる場面が少ない」という中学校における英語科の授業の課

題が生じる。

また、活動中心の外国語活動を体験してきた生徒が、文法的知識を学習するようになり、

中学校では座学中心の学習が一般的になる。「読むこと」「書くこと」の技能も新たに加わ

るため、学習内容に戸惑いを感じる生徒もいる。それゆえに「囲小学校の外国語活動と教

科英語の学習内容の差が大きいこと」という英語科の授業の課題も発生する。

それらの課題を解決するために、課題旧には、Schmidt (2006村野井仁訳）の提唱した第

二言語習得の認知プロセスに、稿者の提案する項目（Ｐ 教師が異なる言語形式を提示）を

追加したもの、課題囲には、内容中心教授法が効果的であると考える。次章以降では、第

二言語習得の認知プロセス、内容中心教授法についての説明をする。

2｡ 第二言語習得の認知プロセス

2.1 Schmidtの第二言語習得の認知プロセス

第二言語習得に関して本研究では、教室環境での第二言語習得に焦点を当てる。

Schmidt (2006村野井仁訳）は、第二言語習得の学習モデルを図１のように提案した。そ

して第二言語習得は「目標言語のインプットが、気づき、理解、内在化、統合などの認知

プロセス（内的変化）を経ることによって、段階的に学習者の言語知識として定着し、最

終的にはアウトプットする能力、つまり、第二言語を理解、産出両面で運用する能力がつ

く」と述べている。
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図I　Schmidt の第二言語習得の認知プロ セス

以 降 、 例 文0)I' ｍ ｇ・・､ia buy ａ mobile ｐｈｏｎｅ. (=l am going to buy ａ mobile ｐｈｏｎｅ.)を イ ン プ

ッ ト し た と 仮 定 し 、そ れ を 基 に 第 二 言 語 習 得 の 認 知 プ ロ セ ス の 説 明 を 行 う 。

① 気 づ き

気 づ き と は 、 学 習 者 が 自 身 の 耳 や 目 を 通 し て 入 っ て く る 表 現 や 音 な ど に 注 意(attention)

を 向 け る こ と で あ る 。 学 習 者 は英 文 を 聞 き 、 そ の 音 に 気 づ い て は い る が 意 味 は 理 解 で き な

い 状 態 が あ る 。 こ の 時 、 学 習 者 の 多 く は 、going to の短 縮 形 に 慣 れ て い な い た め 、 そ の 後

のbuy ａ mobile phone は 聞 き 取 れ て も 、going  to の 箇 所 が 何 を 意 味 す る の か 分 か ら な い 。 意

味 は 分 か ら な い が 、｢ ガ ナ｣ と い う 音 に は 気 づ い て い る 。こ の よ う に 、意 味 や 内 容 は 分 か ら

な く て も 音 や 表 現 に 注 目し て い る 状 態 の こ と を｢ 気 づ き｣ と い う 。

ま た 、 村 野 井(2006) は 、｢『気 づ い て は い た け れ ど 、 理 解 で き な か っ た 』言 語 項 目 に 出 会

っ た と い う 記 憶 が 残 っ た 場 合 、 次 に 出 会 っ た と き に 、そ の 言 語 項 目 に 学 習 者 の 特 別 な 注 意

(selective attention) が 向 く 可 能 性 が 高 く な る｣ と 述 べ て い る 。 例 文(1) の 場 合 、多 く の 学 習 者

は こ れ まで の 既 習 事 項 や 経 験 を 基 に 、buy ａ mobile phone を 聞 き 取 る こ と が で き て も､gonna

は 理 解 で き な い 。 し か し 以 前 こ の 表 現 を 聞 い た こ と が あ れ ば ｇ。。。α に Ａ' 特 別 な 注 意

(selective attention) が 向 き 、 よ り印 象 に 残 る 。

② 理 解

理 解 と は言 語 形 式 と 意 味 の つ な が り を 把 握 す る だ け で な く 、 そ れ が ど の よ う な 機 能 を 果

た す の か と い う と こ ろ ま で 分 か る 状 態 で あ る 。例 文 に 含 ま れ るbe going to do は｢ ～ す る つ

も り で あ る｣ と い う 意 味 を 表 し 、｢ 未 来｣ と い う 機 能 を 担 っ て い る 。意 味 や 内 容 が 分 か る だ

け で な く 、 そ の 文 が 持 つ 機 能 ま で 分 か る 状 態 に 至 る こ と を｢ 理 解｣ と い う 。

③ 内 在 化

内 在 化 は 気 づ き 、 理 解 さ れ た イ ン プ ッ ト を 学 習 者 の 内 部 に 取 り入 れ る こ と で あ る 。 こ れ

131



は学習者がコミュニケーション上の必要性に迫られて話したり、書いたりすることで進め

られる。つまり授業内において、題材内容に対する質問に答えたり、本文の音読などをし

たりすることで「内在化」が進む。

④統合

内在化まで進んだ表現が、学習者の内部に蓄えられ、自動的に使いこなせるようになっ

た状態を「統合」という。特徴は2 、3 日経て ば消えてしまうような短期記憶ではなく、

自由に瞬間的に学習者が使える長期記憶になることである。ｇ。､lｕ はgoing to の言い換え

である、そ の意味は「～するつもりである」となり「未来」を表す。つまり、What are you

going to ｄｏ?は「何をする予定ですか」という意味になり、発音すると、What are you ｇ。。ｕ

do?になるということが瞬時に分かる状態のことである。

この第二言語習得の認知プロセスを経ることによって、学習者が特に習得するものは文

法的知識である。Schmidt  (2006 羽籐由美訳）は「第２言語学習者がインプットに含まれる

文法規則を習得するためには、インプットの意味を理解するだけではなく、インプットの

中にその文法規則が存在していることに気づき、それがどのような形式的特徴を持ち、ど

のような意味を運んでいるかに気づかなければならない（原文ママ）」と述べている。

2｡2 稿者の考える第二言語習得の認知プロセス

第二言語習得における「気づき」の重要性については、多くの研究者が指摘している。

Schmidt (2012 鈴木孝明訳）は、「教室で第二言語能力を向上させるためには、特定の学習

項目に注意を向け、気づき(noticing)、つまり、意識することが必要である、（中略）言語

に意識が向けられれば、『気づき』がおこり、学習が促進される」と主張している。また脳

科学から見ると、「言語情報に向ける『意識(consciousness)』の働きは、言語理解のために

『気づき(noticing)』、『注意(attention)』を引き起こし、学習のインプットに大きな役割があ

る（二重かぎかっこ稿者）」と大石（2006 ）は述べている。つまり、「気づき」は学習者が第二

言語を習得する過程において、重要なきっかけになるのだ。学習者に「気づき」を起こさ

せるための指導の一つとして、鈴木・白畑(2009) は、意味を重視したコミュニケーション

活動の中で、学習者の意識を言語形式に向けさせる指導が有効であると述べている。そこ

で、図１のSchmidt が提示した第二言語習得の認知プロセスにおいて、気づきの重要性を

基に、稿者の考える項目（Ｐ 教師が異なる言語形式を提示）を追加することが重要である

と考えた。この第二言語習得の認知プロセスは図２のようになる。
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アウトプット

(output)

④ 統 合

(integration)

② 理 解( ｃｏｍｐｒｅｈｅｎtｉｏｎ)

Ｂ 理解されたインプット

(comprehended input)

③ 内 在 化

(intａｋｅ)

図２ 稿者の考える項目を追加した第二言語習得の認知プロセス

学習者にＡ 気づかれたインプット(attention)がある、または Ａ' 特別な注意(selective

attention)が向いているときに、｢Ｐ 教師が異なる言語形式を提示する(presentation)｣ことで、

次のプロセスである｢ ②理解｣ にスムーズに接続できる。

例えば、ここで例文(1)とよく似た既習済みの(2) I wanna do it. (＝l want to do it.)を提示す

る。(2) の例文を提示することで、want t  o=wa。。α であることを学習者に再認識させる。

そして｢ ウォナ｣、｢ガナ｣ という似た音を表す英文を比較させ、｢ガナ｣ ＝｢ ＯＯt ｏ｣ で

はないか考えさせる。｢going to = gonna｣、｢want  to ― wα。。α｣ という表現を知れば、今後そ

の言語項目が含まれた英文を発音する際も、意識して発音することができる。

中学校から新たに加わった文字指導が入ることで、発音が似ている英文を文字化して生

徒に提示することができる。耳で聞き、音だけで比較するのではなく、目で見て文字とし

ても比較できるので、両者の違いが分かりやすくなる。

例文田、(2)のように、発音が似ている表現、後述する稿者の実践で用いた使用場面や対

象によって異なる挨拶の表現など、異なるものと比較させることで、生徒が言語のおもし

ろさを感じることができる。そうすることで、英語科の授業の課題である｢[i] 文法的知識

の教授の際､ 生徒が言語のおもしろさを感じる場面が少ないこと｣が緩和できると考える。

3｡内容中心教授法

中学校学習指導要領に記されている英語科の目標には、「積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミ

ュニケーション能力の基礎を養う」と記されている。文法的知識はあくまで４技能を助け
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る道具であり、一番の目標はコミュニケーション能力の基礎を養うことである。

教師は、３人称単数形の場合は「Ｓ」をつけるといった「知っている知識」だけではなく、

実際に使用する場面に遭遇したときに「使える知識」も指導することが必要となる。

そこで着目されているのが。内容中心教授法である。これは、言葉の伝える意味内容を

重視したもので、「インプットの役割を重視し、扱われる題材の内容と、そこで使われる言

語の両方を習得させる方法」と和泉(2009) は述べている。この指導の一つに、学習する言

語の「練習」がある。具体的な内容として、有意味文型の練習、音読などがあげられる。

学習した内容を産出するための活動で、「練習は、（中略）第二言語習得の認知プロセスにお

いて『内在化』や『統合』といったプロセスを促進する活動である」と村野井は述べてい

る。また、学習者主体のアプローチでもあるため、学習者自身が、その場のコミュニケー

ションの必要性に応じて、自ら語句を選択して学習していかなければならない。中学校１

年生の入門期においては、学習する言語項目や意味内容が少ないため、ふさわしい教授法

である。体験的な活動中心で外国語活動を学習してきた中学校１年生だからこそ、内容中

心教授法を取り入れた授業を展開すれば､「l」］小学校の外国語活動の学習内容と教科英語の

学習内容の差が大きいこと」という英語科の授業の課題を緩和することができると考える。

既述したように、英語科の授業の課題として「「」］文法的知識の教授の際、生徒が言語の

おもしろさを感じる場面が少ないこと」。「回 小学校の外国語活動と教科英語の学習内容の

差が大きいこと」の２点が挙げられる。それらの課題を緩和するための仮説を以下にまと

め、次章では稿者の実践した授業を基に仮説を検討し、その成果と課題を明らかにする。

【仮説】

○第二言語習得の認知プロセス内に「Ｐ 教師が異なる言語形式を提示する」ことによっ

て、生徒は、課題卜

もしろさを感じる場面が少ないこと」を緩和する。

○内容中心教授法の授業を構成、展開すれば、課題 回「小学校の外国語活動の学習内容

と教科英語の学習内容の差が大きいこと」によって生じる授業の内容に戸惑いを感じ

る、という課題を緩和する。

4. 学習 指 導の 実 際

4.1　授業の概要

Unitl f ようこそ、日本の学校へ」 の学習指導において、小学校の外国語活動で使用し

た教材「Hi, friends!」の「My name is 名前.」の場面を用いた．「ｌａｍ名前.」の表現を学習

する際、「My name IS 名前.」を提示し、両者の違いやニュアンスを説明することで言語の
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おもしろさを感じさせようとした。また、小学校外国語活動のような活動も取り入れた。

具体的には、展開Ｉで稿者の考えた「Ｐ教師が異なる言語形式を提示する」を授業内に組

み込み、「Hi, friends!」と「NEW HORIZON  1」の ＣＤ を流した。ここで生徒は第二言語習

得の認知プロセスの「気づき」が起きた。「2 つの ＣＤ を聞いてどこか違う所はありました

か」という教師の質問に対して生徒は「Hello がHi になっている」、「My name is 名前｡がI'm

名前｡になっている。」と答えた。その後「My name is 名前｡」はグループ内やフォーマルな

場、または目上の人に対して使い、「ｌａｍ 名前｡」は１対１の時に使う、と説明した。この

段階で、Schmidt の言う「理解」に至ったと思われる。

しかし、その後の展開皿で教師が使用表現や場面を限定して活動させたため、生徒自身

が、その場のコミュニケーションの必要性に応じて､ 使用表現や場面を選択し学習する「内

容中心教授法」を意識した活動はなく、また「内在化」にも至らなかったものと思われる。

4｡2　授業の具体

■学習指導過程

過

程
指導内容 主な 学習活動

予想される生徒の

第二言語習得プ ロセス

導

入

・ 前時の復習 ・ 新出単 語の意味、発 音を復習する。

・l am Sakura. の文を用いて 名前の書き方、

言い方を復習する。

展

開

Ｉ

・英文の書き方の説明

・本文の内容理解

･My name is 名前. II am

名前.の違い、使用場面

を説明。

・英文のルールを知り、I'm 名 前.を書く。

･ 本文の内 容を説明し、ワークシートを 配る。

・Hi､friends 1 と本文 のCD を 聞く。

∠] Ｐ 教師 が 異な る熈 匹 ⊃

・教師に続いて発 音する。

気づき

理解

展

開

皿

・ゲームの説明

・活動（ ３分）

・会話した人数の確認

・ｌａｍ 名前.の発表

・ゲーム の説明を聞き、発音練習をする。

・ｌａｍ 名 前.を使い友達に自己紹介をする。‘

・会話した人数の所で手を挙げる。

・何組か の生徒が全体で発表する。

冫 憂 函茹こ〕

冫齣獣1

ま

と

め

・本時の重要用語、文法

の確認

・ｌａｍ 名 前./Nice to meet you(,too). の文を

確認する。
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■本時の目標　　 「ｌａｍ 名前｡を使って友達に自己紹介をしよう。」

■使用したＣＤの内容

NEW HORIZON  1 Hi, friends 1！

Hi, I'm Sakura.

Hi, I'm Becky･

Nice to meet you･

Nice to meet you, too.

Hello. My name is Sakura.

Hello. My name is Taku.

What's your name?

Hello. My name is Aleχi.

Nice to meet you.

Nice to meet you, too.

５成果と課題

5.1　第二言語習得の認知プロセスの成果

資料1 、2 は、授業後の生徒の感想である。資料１の生徒は、小学校時に学習した挨拶

の仕方（Ｍy name IS 名前｡）を提示したことで、新しい表現を覚えられたと考えられる。資

料２の「あいさつをするときに名前の方を言った方がいい」、というのは、初対面の人で

も久しぶりに会う人でも、まずは自身の名前を名乗ることからはじめようと授業中に説明

したことを記述している。Hi, friends!と　NEW　HORIZON の表現を比較させることで、

共通している英語のルールやマナーにも「気づき」、その結果、教師の説明も理解もしやす

かったのではないかと考えられる。教師が異なる言語形式を提示したことによって、「I am

名前｡」だけを指導する授業では理解することができなかった使用場面や使用対象の違いも

「理解」す ることがで きた。

小学校とちがうあいさつのしかたを覚えられてよ
かった。人とあいさつをかわすのはたのしかった。

資料１

あいさつをするときに名前の方を言った方
がいいとは知らなかったので、もし外国人
と会ったら名前で自己紹介をしようと思い
ます。

資料２

5｡2　内容中心教授法の成果

資料3 、4 には、「自信がついたような気がする」「次にやるんだったら相手の目を見て

話すことをこころがけたい」と書いている。これらは、活動を取り入れることで、意欲的

に授業に取り組むことができた結果だと考える。能動的に授業に参加するだけではなく、

活動を授業に取り入れることで、座学だけでは分からない、コミュニケーションにおける

課題にも気づくことができたと考えられる。

あいさつをするときに名前の方を言った方が
いいとは知らなかったので、もし外国人と会
ったら名前で自己紹介をしようと思います。

資料３

自己紹介ではいろいろな人と自己紹介できてよか

ったです。今回のじゅぎょうで自己紹介のしかた

を覚えたのでよかったです。次にやるんだったら

相手の目を見て話すことをこころがけたいです。

・　　　　　 資料４
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以 上 の成果よ り、教科英 語 の課題で あげ た、「旧 小学校 の外 国語活動 の学習 内容 と教 科英

語 の学習内 容の差 が大き いこと」を 緩 和し た授業 を実 践でき た。内容 中心教授 法を 意識し 、

授業 内 に活 動の時 間を設 けること で 、授業 時 の目 標であっ た 「ｌａｍ 名 前｡を使っ て友 達 に

自己 紹介 をし よ う。」を全員 が達成 する こと がで きた 。また 稿 者が第二 言語習 得 の認知 プロ

セス に追 加し た 項目「Ｐ 教師が 異な る 言 語形 式を 提示す る（ｐrｅsｅｎtａtｉｏｎ）」を意 識し 、外 国語

活動 で の学習内 容と教科英 語で の学 習内 容を 比 較さ せ、 違い を説明し たこ とで 、英語 のル

ールや マ ナーに 着目する 生徒 も見 ら れた 。

5｡3　課題

一方で、第二言語習得の認知プロセスにおいて、「理解」に至るところまでしか授業が

できなかった。活動内容が友達に対して「ｌａｍ 名前｡という表現を用いて自己紹介をしよ

う」というもので、教師が使用場面や表現を限定してしまっていたため、場面や相手にふ

さわしい表現はどれか生徒が自ら考える機会を奪ってしまった。生徒が自ら考え、適切な

表現方法を選ぶような場面を設定していれば、教科英語の課題でもある［Ei］文法的知識の

教授の際、生徒が言語のおもしろさを感じる場面が少ないこと」を解消することにもなっ

たであろう。この実践で得られた成果と課題は、以下の２点である。

【成果】
○第二言語習得の認知プロセスを意識し、異なる言語教材を提示することによって、生
徒自身が比較し、授業の理解がより深まった。
○外国語活動の教材を用いて、内容中心教授法を意識した活動を取り入れることで、意
欲的に学習に取り組むことができた。
【課題】
○第二言語習得のプロセスにおいて、内在化、統合まで到達することができなかった。
○内容中心教授法が完全なものではなく、教師が使用する場面や表現を指定したため、
生徒が考え判断する活動ができなかった。

これらの課題を克服し、「理解」に至った内容を次のプロセスの「内在化」につなげる

には、どのように授業を改善すればよいのかを次に示す。

5｡4　授業改善案

授業の改善すべき点は展開IIの部分である。展開Ｉで｢My name is 名前｡｣、｢ｌａｍ 名前｡｣

の違いを説明したからこそ、その後の活動で生徒自身がどちらの表現を使うのが相応しい

のかを考えて自己紹介をする場面を設定するべきだった。授業者やＡＬr、参観者も加わり、

先生に自己紹介するとき、生徒同士で自己紹介をするときはどちらの表現を用いるのか、

生徒自身が場面に相応しい表現を考え選択する機会を設けていれば､｢理解｣から｢内在化｣
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につなげることができる活動になったと考えられる。

第二言語習得のプロセスでも既述のように、内在化は生徒がコミュニケーション上の必

要性に迫られて話したり、書いたりすることで進められると言われている。つまり、展開

IIにおいて相手が生徒同士の場合、先生の場合など様々な場面を意図的に作り、それらに

直面させることで、生徒はこの状況に相応しい表現は「My name is 名前｡」、「ｌａｍ名前｡」

のどちらなのかを判断して使い分けをすることができる。

１時間内で統合まで進めることは難しいが、本授業では展開IIの工夫で内在化までのア

プローチが可能だった。日常生活でも生徒が自然と両者の使い分けができる「統合」に至

るトレーニングの一つとして、改善案で示す内容中心教授法を意識した活動を提案する。

実際に使用する場面等を意図的に教師が設定し第二言語習得の認知プロセスを意識した内

容の授業を行うことで、生徒は言語のおもしろさにも気づく。入門期の段階で英語の楽し

さや分かる喜びを味わうことができれば、２学期以降の学習にも興味や関心を持って、意

欲的に参加できるだろう。次に、改善されたのは展開IIの部分の指導案を示す。

過

程
指導内容 主な学習活動

予想される 生徒の

第二言語習得プロセ ス

展

開

II

・ゲームの説明

・活動（３分）

・ 会話した人数の確認

・ｌａｍ 名前.の発表

・碧鶸劔攤 軅を聞き発音練習をする。　　丙回

肩脳難数鱇回砺嫋嫋嫋脯漸蕪嫩剱漸琳漸

繋鄭 讎 嶷勵 漸 牋 羂

・会話した人数の所で手を挙げる。

・何組かの生徒が全体で発表する。

鰰画⊃

展開皿における活動の内容は、「教室内の人（友達、参観者）と行う」「友達同士の場合

は１点、参観者とすれば２点」と改める。

6｡お わりに

本研究では、中学校での教科英語におけるUnitl という最初の単元をもとに考察を行っ

た。中学校１年であいさつの仕方を学習する際、学習内容である「ｌａｍ 名前｡」だけを使

用するのではなく、第二言語習得の認知プロセスを意識し、教師が小学校外国語活動で学

習した「My name is 名前｡」の表現を扱った教材を提示することで、生徒自身がその使用

場面や使用対象を比較し、授業の理解がより深まった。

また、小学校の外国語活動の教材を用いて、内容中心教授法を意識した活動を取り入れ

ることで､意欲的に授業に取り組むことができた。能動的に授業に参加するだけではなく、
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活動を授業に取り入れることで、座学だけでは分からない、コミュニケーションにおける

課題にも気づくことができた。

今後の入門期では、be動詞や一般動詞の肯定文、疑問文、疑問詞what も扱う。これら

の学習も、今後の英語学習の基礎であり、入門期における学習として、今後の学習に大き

な影響を与える部分でもある。現場に出た際は第二言語習得のプロセスを意識し、小学校

外国語とのスムーズな接続を考えた授業を構成、展開し、他の単元や題材でも効果を検証

していきたい。
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